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NPO法人リトカルについて



NPO法人リトカルの名前の由来
マテバシイ＝Lithocarpus edulis

固い実



活動のきっかけ
2004年頃
当時3歳だった娘に「この木なあに?」と聞かれ、
身近な木のことをあまり知らない事に気づいた。

公園の木に「樹名板」をつけて、誰でも名前がわかるようにできないか。

名前だけでなく、「樹名板」から木の情報も見ることができないか。

まわりの人に相談

2004年海浜公園にて撮影

公園の木に愛着がわくように手作りの「樹名板」はできないか。



幕張海浜公園
樹名板作りプロジェクト開始

2005年10月~
活動実績
〇幕張海浜公園を四分割し、毎年100枚ずつ樹名板を作成して設置。
〇参加者は公募。（毎年50名近くの参加）
〇樹名板は４年ごとに付け替えて、16年間継続中。

樹名板作りプロジェクト
イメージキャラクター
「もくもく君」

都市部でも自然に触れあいたい親子が多い

2011年から幕張海浜公園で自然観察会を開催

活動をしている中で



幕張海浜公園樹名板作り
2005年~

幕張海浜公園自然観察会
2011年~



NPO法人リトカル設立へ
2019年10月7日

もっと、多くの人に「木（自然）と人の出会い」を作るため

はなもく散歩
イメージキャラクター
「はなもくちゃん」

樹名板作りプロジェクト
イメージキャラクター
「もくもく君」



2021年度の活動内容



事業名 「都市公園等を活用した自然環境学習」

主な活動場所 千葉県立幕張海浜公園

事業目的 自然と触れ合う「きっかけ」を提供する。

背景 子供達にもっと自然体験をさせたいと思っている親が多いの
に、その「きっかけ」がつかめないでいると感じた。

身近な都市公園で自然と触れ合う「きっかけ」をたくさんの人に提供する。



幕張海浜公園
春の観察会

2021年4月11日
参加者 20名

ビンゴやクイズで楽しく自然探索



幕張海浜公園
初夏の生き物観察会

2021年6月27日
参加者 31名

観察会後に絵を書いてもらいました。



幕張海浜公園
秋のキノコの観察会

2021年9月27日
参加者 19名

この画像は表示できません。

観察会で見つかった
コツブタケ

千葉県内で2例目

都市公園でも
キノコがあちこちに。



幕張海浜公園
秋の観察会
～ハロウィン生き物観察会～

2021年10月31日
参加者 23名

拾った落ち葉などでハロウィンの仮装



幕張海浜公園
自然素材だけでつくる
クリスマスリース作り

2021年12月19日
参加者 28名

全て自然素材。クリスマスリースを一から作ります。



公園ガイド

・現実の木を通して
リアルの自然に触れる体験

・デジタルマップ
・最新の情報
・多くの人と地域をつなげる
・幅広い年齢層の方々が
楽しめる。

デジタル×リアルだから
「誰でも」「いつでも」「楽しく自然と出会える」「緑地の素晴らしさが分かる」

新たな試み



QRコード

音声ガイド

クイズや
写真投稿
のイベント機能

地図案内機能

写真・図
による説明 木と関わる

豊富な生き物情報



2021年6月27日
参加者 99名

公園の樹名板とWebアプリ「はなもく散歩」を活用して
親子で公園内の木をまわってキーワードを集める。

幕張海浜公園
いきものラリー

公園ガイド「はなもく散歩」を使った自然学習の試験実施



まとめ
成果:
〇身近な都市公園を使って自然に触れる「きっかけ」を多くの
市民に提供できた。

課題:
〇観察会では人数や機会が限られため、継続的に自然への関心を
持ってもらえるような仕組みが必要と感じた。
〇近隣の小学校にチラシを配布したが、チラシを見て観察会に
参加した市民は少なかった。広報方法を検討する必要があると
感じた。

いつでも利用できる「はなもく」散歩の活用。チラシ配布の時期等を検討。



ご清聴ありがとうございました。


